
2026年度入学試験問題

数 学
（文 系）

試験時間 120分

注 意

1 問題冊子は 1冊（4ページ），解答用紙は 4枚，下書き用紙は 3枚です。

2 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に
より解答できない場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。

3 すべての解答用紙の受験番号記入欄 2箇所に受験番号を正しく記入しなさい。

4 解答は指定された解答用紙の解答欄に書きなさい。裏面は採点の対象になりま
せん。また，答だけではなく途中の手順や考え方も記述しなさい。

5 試験終了後，問題冊子と下書き用紙は必ず持ち帰りなさい。

— 1 —



1

tを 0 < t < 1を満たす実数とする。三角形OABにおいて，辺OAの中点をC，辺
OBを t : (1− t)に内分する点をDとし，線分BCと線分ADの交点を Pとする。以
下の問いに答えよ。

(1)
−→
OA =

−→
a，−→

OB =
−→
b とする。−→

OPを−→
a と−→

b と tを用いて表せ。

(2)
−→
OA = 1， −→

OB = 2，−→
OA ·

−→
OB = 1

2
とする。 −→

OP ≦ 1を満たす tの値の範
囲を求めよ。

2

座標平面上を繰り返し運動する点 P について考える。点 P は，はじめに原点
O(0, 0)にあるとする。点 Pは 1回の運動で以下の確率に従って「移動する」または
「移動しない」ものとする。

点 Pが座標 (x, y)の位置にあるとき，

(a) 移動しない確率は 4
9

(b) (x+ 1, y)，(x− 1, y)，(x, y + 1)，(x, y − 1)に移動する確率はそれぞれ
1
9

(c) (x+ 1, y + 1)，(x− 1, y + 1)，(x+ 1, y − 1)，(x− 1, y − 1)に移動する
確率はそれぞれ 1

36

この運動を繰り返す。正の整数 nに対して n回運動後の点 Pの座標を (xn, yn)と
おく。以下の問いに答えよ。

(1) x1 = 1かつ y1 = 1となる確率を求めよ。

(2) xn = nかつ yn = nとなる確率を求めよ。

(3) xn = nとなる確率を求めよ。

(4) xn = nまたは yn = nとなる確率を求めよ。
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3

次の条件によって定められる数列 {an}を考える。
a1 = 1

a2 = 5

an+2 = 5an+1 − 4an (n = 1, 2, 3, · · · · · · )

以下の問いに答えよ。

(1) bn = an+1 − an（n = 1, 2, 3, · · · · · ·）によって数列 {bn}を定めるとき，その一
般項を求めよ。

(2) 数列 {an}の一般項を求めよ。

(3) Tn =
n∑

k=1

kak（n = 1, 2, 3, · · · · · ·）とするとき Tnを求めよ。

4

座標平面上に円 C と直線 Lがある。円 C は第 2象限の点 Pを中心とし，点Q，R

を通る。点Qは第 1象限の点で，この点において円C は直線 Lに接する。円C は点
Rにおいて x軸に接する。さらに，三角形 PQRは正三角形である。以下の問いに答
えよ。

(1) 直線 PQの傾きと直線 Lの傾きを求めよ。

(2) 点Qが放物線 F : y = x2上にあり，この点で F と直線 Lが接するとき，点 P

の座標を求めよ。

(3) (2)のときに，直線 PQと放物線 F で囲まれる部分の面積を求めよ。
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